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『〈身体〉に関する発達支援のユニバーサルデザイン』（金子書房）

編著者 子ども教育学科鈴木智子准教授

〈身体〉にまつわるテーマである運動発達、身体感覚、表現、体力、不器用さ、情動、「気になる子」、性など
を取り上げ、発達と支援について書かれた本です。乳幼児から青年期までの健常児と障害児を対象として
おり、〈身体〉発達の理解を深め、支援についての視野を深めることができます。
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2年次の授業「フィールドワーク演習」の一環とし
て、毎年、大学祭で発表する企画を作り上げて
います。今年も4月より7班に分かれてアイデアづ
くりから制作を展開。各企画は、まず、9月にいま
だて芸術館でのイベントでも発表され、大学祭
でも実施しました。「親子で楽しめること」や「授
業の学びを活かす」などの課題をクリアした内容
は、大勢の来場者に楽しんでもらえました。

11月9日から21日までの約2週間、3年生の希望者が県
内の各保育所で実習に参加。2年次の初回の実習では
「観察」が中心でしたが、今回は指導案を作り、様々
な保育を自分が進行していく「責任実習」がメインと
なった、より深い内容の学びが求められました。子ど
もたちの成長経過を想像する力が養え、幼稚園や小
学校を目指す学生にとっても非常に有用となります。

子ども教育学科 活動リポート！子ども教育学科 活動リポート！
ももたろう～おにをやっつけよう～

ミッションインポッシブル～びっくりおばけをつくろう～

あかずきんげきじょう

クレープちゃんネバーランドへようこそ

大学祭で、実習で、子ども教育学科の先輩たちが大活躍！
日常と実際の教育の現場を結ぶ様々なステージで、
充実した学びの時間が繰り広げられています。

大学祭を舞台に、普段の学びを咲かせる

より深く、学んできました！

「ももたろう」のお話をアレンジした音
楽劇を実施。子どもたちが演奏に参
加したり、物語の進行に関われたりで
きる内容を構成しました。音楽劇は、
12月に、かこさとしふるさと絵本館でも
う一度発表する予定です。

教育の現場では欠かせない
人前で演じる体験が
できてよかった。
子ども教育学科2年  

坪井智美 （羽水高校出身）

知識だけで経験のなかったおむつ替
えやミルク後のげっぷ出しを実践で
きて良かったです。将来は、常に子ど
もの状況を把握しながら、子どもの
主体性を引き出せる保育士になりた
いです。

たくさん戸惑いながら、
数多くのことに気付けた。
子ども教育学科2年  

伊藤力弥 （大野高校出身）
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